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令和５年度 防災エキスパート意見交換会を実施

豊岡河川国道事務所では、６月１３日に防災エキスパート意見交換会を実
施しました。今回の意見交換会では、事務所の取り組みや災害対策運営計画、
防災情報の情報提供を行いました。また、近年の気象変動や災害対応につい
て意見交換を行い、災害時の支援をお願いしました。

・日 時： 令和５年６月１３日（火）
１３：１５～１５：００

・場 所： 豊岡河川国道事務所
４階会議室

・参加者： 防災エキスパート事務局 １名
防災エキスパート ４名
近畿地方整備局 防災室 １名
豊岡河川国道事務所 ９名

概要 議事
・豊岡河川国道事務所事業概要説明
・災害対策運営計画説明
・豊岡河川国道事務所からの連絡事項
・本局防災室からの連絡事項
・防災エキスパート事務局からの連絡事項
・その他意見交換

意見交換会の様子

開会の挨拶
豊岡河川国道事務所 荒谷事務所長

閉会の挨拶
近畿建設協会 西口事業管理部長

主な意見等

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 流域治水課
〒６６８－００２５ 兵庫県豊岡市幸町１０－３ TEL:０７９６－２２－３１２６（代表）

近畿地方整備局 防災室
岸本防災室長

今までの経験をこれからの安全に

・地球温暖化の影響で降雨量が１．１倍、流量が１．２
倍になると聞くが、計画流量を見直すのか。
→気候変動により、外力等の見直しを進める。
・今年度より機械係が福知山とブロック化しているが、
危機管理上の工夫を聞きたい。
→台風など事前に予測できる場合は、予め豊岡へ
出勤することとなっている。

・管理に関わる職員の仕事として防災意識を持って現
場を見て欲しい。


